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ダリウスは、バビロンのあたらしい王
おう

さまです。とてもかしこい王
おう

さまでした。 

かれは、この国
くに

の人たちの中
なか

から、何
なん

でもよくできるすばらしい人
ひと

たち120人
にん

を 

えらんで、国
くに

を治
おさ

めるのを、手伝
てつだ

ってもらっていました。そしてその中
なか

から、 

とっておきの３人
にん

をえらんで、 

だいじな仕事
しごと

をまかせました。 

３人
にん

のうちの１人
ひとり

は？ そう、 

ダニエルですよ。 



「ほんとうに、ダニエルはすばらしい！」ダリウス王
おう

は、こう言
い

ってダニエルを、

ほめました。王
おう

さまは、思
おも

いました。そうだ！ダニエルに王国
おうこく

すべてを、 

おさめさせよう。 



「どうして王
おう

さまは、ダニエルばかり大切
たいせつ

にされるんだろう。」ほかのリーダー

たちは、おもしろくありません。そこでかれらは、あることを計画
けいかく

しましたよ。 

それはね、ダニエルのしっぱいを見
み

つけて、王
おう

さまとうまくいかないようにする

ことでした。 



ところがね、リーダーたちがどんなにダニエルのしっぱいを見
み

つけようとし 

ても、何
なに

ひとつ見
み

つけられません。どうしてって、ダニエルは、すべて王
おう

さまの

言
い

われることにしたがっていたからです。それに、かれは何
なん

でもよく考
かんが

えて行
おこな

うかしこい人
ひと

でした。いつも、自分
じぶん

のできるかぎりのことをしましたよ。 



さて、ダニエルをねたましく思
おも

ったリーダーたち、かれをわなにかける方法
ほうほう

は、 

たったひとつしかありません。かれらは、ダニエルが、イスラエルの神
かみ

さまへの 

礼拝
れいはい

を、けっしてやめないことを知
し

っていました。どんなことがあってもね。 

さあ、そこで・・・。 



ダニエルをよく思
おも

わないリー

ダーたちは、ひとつのプランを

思
おも

いつきました。それは、王
おう

さ

まであることを示
しめ

すしるしとし

て、国
くに

のあたらしい法
ほう

りつを作
つく

ることでした。その法
ほう

りつに

は、こう書
か

かれていましたよ。

すべての人
ひと

は、王
おう

さまダリウス

だけを、拝
おが

まなければならな

い。これにしたがわないもの

は、だれでもライオンの巣
す

にな

げこまれてしまうだろう。 

国
くに

の法
ほう

りつ 



ダリウス王
おう

は、このあたらしい法
ほう

にサインしましたよ。 



あたらしい法
ほう

りつができても、ダニエルの生活
せいかつ

は、けっしてかわることがありません。かれは、

いつものように生活
せいかつ

しました。つまり、開
ひら

いてい

るまどのそばで、１日
にち

に３回
かい

、ひざまずき、そし

て天
てん

にいらっしゃる神
かみ

さまに祈
いの

りました。 



日
ひ

ごろダニエルをねたましく思
おも

って

いるリーダーたち、これはいいチャ

   ンスと、大
おお

よろこび！さっそ

   く王
おう

さまのところへ走
はし

ってい

   き、このことを伝
つた

えました。

   ダリウス王
おう

は、どうしようも

   ありません。いやでもダニエ

   ルをつかまえなければ。なぜ

   なら、法
ほう

りつには、したがわ

   なければならないからです。

ダニエルは、死
し

んでしまうのです。

王
おう

さまは、ダニエルを助
たす

けようとし

ましたが・・・。法
ほう

りつをかえる 

    方法
ほうほう

は、見
み

つかりません

  でした。 



とうとうダニエルは、ライオンの巣
す

の中
なか

に入
い

れられ、死
し

ぬことになってしまいま

した。ダニエルが、おなかのすいたライオンの巣
す

に投
な

げこまれるまえ、ダリウス

王
おう

は、かれに言
い

いましたよ。「ダニエルよ、いつも仕
つか

えつづけているあなたの 

神
かみ

さまが、きっとすくい出
だ

してくださるだろう！」って。 



その夜
よる

、王
おう

さまは眠
ねむ

れませんでした。そしてつぎの日
ひ

、朝
あさ

とても早
はや

く、王
おう

さまは

ライオンの穴
あな

まで大
おお

いそぎでもどりましたよ。 



穴
あな

にむかい、ダリウス王
おう

は、さけびました。「ダニエル、生
い

ける神
かみ

のしもべよ！

あなたが、いつも仕
つか

えつづける神
かみ

さまは、あなたをライオンからすくい出
だ

して 

くださったのか？」たぶん、王
おう

さまは、へんじがかえってくるなんて思
おも

っても 

みなかったでしょう。ところがね、あれあれ、ダニエルの声
こえ

がきこえますよ。 



 ダニエルは、大声
おおごえ

でさけびました。

「はーい、王
おう

さま、

わたしの神
かみ

さまは、

天使
てんし

を送
おく

り、ライオ

ンの口
くち

をとじてくだ

さいました。それ

で、ライオンたち

は、わたしにかみつ

くことができなかっ

たのです。それに王
おう

さま、わたしは王
おう

さ

まに、なにひとつ悪
わる

いことなどしていま

せんよ。」 



ダリウス王
おう

は、もう大よろこび！「さあ、すぐにダニエルを穴
あな

から、ひき上
あ

げる

のだ！」 



王
おう

さまは、神
かみ

さまがダニエルを救
すく

っ

てくださったことが、わかりまし

た。そして、ダニエルをよく思
おも

わな

い人
ひと

たちが、神
かみ

さまのてきであった

ことも。王
おう

さまは、めいれいしまし

た。「悪
わる

い法
ほう

りつをつくり、 

わたしにサインするよう 

だました者
もの

どもを、 

みんなライオンの穴
あな

に 

投
な

げこんでしまうのだ。」 

こうして、かれらは 

みんな、ライオンに 

食
た

べられてしまい 

ました。 



ダリウス王
おう

は、このはなしを、世界中
せかいじゅう

の人
ひと

びとに知
し

ってもらいたいと思
おも

いました。

天
てん

にいらっしゃる神
かみ

さまが、心
こころ

から信
しん

じしたがうしもべダニエルを、守
まも

って 

くださったはなしをね。「あなたがたは、生
い

ける神
かみ

さまを礼拝
れいはい

するのだ。」 

王
おう

さまは、このように書
か

き、みんなにめいれいしました。もちろん王
おう

さまは、 

ダニエルをもういちど大切
たいせつ

な位
くらい

につけ、国
くに

のリーダーにしましたよ。 



ダニエルと ライオンの巣
す

 

神
かみ

さまの御
み

ことば、聖書
せいしょ

に記
しる

されているおはなしです。 

 

ダニエル 6 章
しょう

  
  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

あなたの御
み

ことばが開
ひら

かれると、光
ひかり

が与
あた

えられます。   

詩篇
し へ ん

 119:130 
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この聖書
せいしょ

物語
ものがたり

は、私
わたし

たちをつくってくださったすばらしい神
かみ

さまについて、 

おはなししています。神
かみ

さまは、あなたが、神
かみ

さまのことをしってほしいと、 

思
おも

っていらっしゃるのです。 

神
かみ

さまは、私
わたし

たちが、よくないことをしてしまったことを、しっていらっしゃいます。それを、神
かみ

さま

は、罪
つみ

とよばれています。その罪
つみ

のむくいは、死
し

です。 

けれども、神
かみ

さまは、あなたをとても愛
あい

していらっしゃいますので、ただ一人
ひとり

のみ子
こ

イエスさまを、こ

の世
よ

に送
おく

ってくださいました。そしてあなたの罪
つみ

のために、十字架上
じゅうじかじょう

で亡
な

くなられたのです。けれども

それから、イエスさまはよみがえられ、天国
てんごく

のいえヘ、もどられたのですね。もし、あなたがイエスさ

まを信
しん

じ、ゆるしてくださいとおねがいするなら、イエスさまは、ゆるしてくださいます！イエスさま

は、今
いま

、あなたの所
ところ

へ来
き

て、あなたのこころの中
なか

に住
す

んでくださいます。そして、いつまでもイエスさ

まといっしょに生
い

きることができますよ。 

もし、あなたが、これがほんとうだと信
しん

じるなら、神
かみ

さまにこう言
い

ってください。 

愛
あい

する神
かみ

さま、私
わたし

は、あなたが神
かみ

さまと信
しん

じます。あなたは人
ひと

となり、私
わたし

たちの罪
つみ

のために亡
な

くなっ

てくださいました。そして、よみがえって、いま生
い

きて 

いらっしゃいます。どうか、私
わたし

のこころの中
なか

に来
き

て、罪
つみ

をゆるしてください。それで、私
わたし

は今
いま

、あた

らしい命
いのち

をいただけます。そして、いつか、あなたの所
ところ

へ行
い

き、いつまでもあなたといっしょにいる

ことができるのです。あなたにしたがえますよう、あなたの子
こ

として生
い

きることができますよう、たす

けてください。アーメン 

まいにち、聖書
せいしょ

をよみ、神
かみ

さまとおはなししましょう！ ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

３：１６ 
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